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論　　文　　の　　要　　旨

　d次元格子Zδの各頂点及び各辺でAヨBヨ……ヨNと記号づけられる現象を対象とする。Zdの有

限集合の列V。⊂V。⊂……に対してV、内の辺と頂点の個数をl　Vn　lとおく。｛A，Bヨ……ヨN｝■vn≡上

の確率をP、とおく。本論文ではd＝2又はd＝3のとき事頂点と頂点ヨ頂点と辺事辺と辺の間に起る

ある種の相互作用を仮定したときヨ1im　P、の漸近的性質を調べている。主な結果は次のとおりであ

る。

　（1）第1章　d＝3とし各頂点はw粒子（water）又はo粒子（o丑）のどちらかが配置されラ辺に

はS粒子（soap）が配置されているか又は空とする。相互作用としてO粒子同志ヨw粒子同志が隣

り合わせると安定で負のポテンシャノレエネルギーを持ち、O－W粒子が隣り合うと不安定で正のポ

テンシャルを持つとする。辺上のS粒子は親水基と疎水基を前後にもつ向きの付いた粒子でヨ親水

基とW粒子が接していれば安定ラ疎水基とW粒子が接していれば不安定とする。更に平行な辺上の

s粒子（距離1，■アヨ2まで）は向きが同じなら安定ヨ逆なら不安定とし雪一点で直交する辺上の

s粒子は交点で疎水基を共にもつとき安定とする。最後にo粒子に8μの化学ポテンシャルを与え

る。有限集合V上のポテンシャルの水準がU、……，U、のときの有限9ibbs分布はヨe一βm／Σ、三王e一β胴

で与えられる。このとき著者は次の二つの結果を得た。

　（i）ある実数μ1ラμ。が存在しラZd上の9ibbs測度はβ→十〇・のときヨμ＜μ。なら泡状配列（b曲ble
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str賊岨e）に言μ王＜μ＜μ。なら柱状配列（t曲ぬr　str㏄t岨e）に雪μ＞μ。なら層状配列（1独e豆虹

St醐Ct岨e）に確率収東する。

　（ii）Zdの有限集合Vの境界上で配列を与えV内のo粒子の個数を与えたときの条件付9ibbs測度に

ついてβ→十〇○のときd童sordered　regi㎝の確率はOとなる。

　（2）第2章　Z2の各頂点にはA骨B，CヨDの4種類の粒子のいずれかが配置され事辺には粒子は

ないものとする。VをZ2の有隈集合としVの外側は全てA粒子とする。V内で異粒子問に線を引いて

作った境界は分枝しないものとする。相互作用として（AラB）争（B纈C）争（C曾D）雪（DヨA）

は全て安定で同じポテンシャルをもち（B書D）と（A雪C）は不安定で同一のより高いポテンシャ

ルをもつとする。このとき次の二つの結果が示された。

　（i）B粒子の個数とD粒子の個数がl　V　lの定数倍に等しいという条件の下での条件付gibbs測度

についてβを十分大きくとりV了Z2とすれば雪B粒子の最大連結成分とD粒子の最大連結成分はA粒

子の海の中に別々に現われるという状態に確率収東する。

　（ii）B粒子の個数とC粒子の個数をl　V　lの定数倍に等しいという条件の下での条件付91bbs測度

はβを十分大きくとり害V↑Z2とすればA粒子の海の中でB粒子の最大遵結成分がC粒子の最大連結

成分をとりかこむ状態に確率収東する。

審　　査　　の　　要　　旨

　格子点上の粒子の配列に関する確率論的取り扱いはこれまで1次元で粒子が2種類のときのみ数

学的に厳密な議論がなされてきた。著者は辺上に第3のs粒子（soap）を仮定し里現実的とはいえ

複雑な相互作用を考慮に入れて解析に成功したこと蓼及び平面上ではあるが4種類の粒子問の相互

作用を考え、新しい配列に収東することを証明したことは高く証価される。

　よって害著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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